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さるふつをもっと好きになる



 

７
月
19
日
、
20
日
の
２
日
に
渡
り
、

さ
る
ふ
つ
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て

第
51
回
「
さ
る
ふ
つ
観
光
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
に
限
ら

ず
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
人
々
が

訪
れ
る
当
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
今
年

も
多
く
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
小
学
生
よ
さ
こ

い
に
よ
っ
て
幕
を
開
け
た
前
夜
祭
。

鬼
志
別
、
浜
鬼
志
別
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
掛
け
声

と
と
も
に
、
迫
力
の
あ
る
踊
り
を
魅

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
笑
い
シ
ョ
ー

で
は
、
る
み
る
み
さ
ん
、
古
賀
シ
ュ

ウ
さ
ん
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
が

あ
り
、
会
場
は
楽
し
げ
な
雰
囲
気

と
と
も
に
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
村
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
チ
ー
ム

「Northern 
Village

」
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
で
は
、

練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
前
夜
祭
の
ラ
ス
ト
を
飾

る
花
火
大
会
は
、
悪
天
候
に
よ
り
一

時
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
う
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
雨
脚
も

弱
ま
り
、
多
く
の
来
場
者
が
見
守
る

中
６
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
本
祭
で
は
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
目
玉
の
一
つ
で
も
あ
る
「
ほ

た
て
即
売
会
」
に
参
加
す
る
来
場
者

で
朝
か
ら
長
蛇
の
列
が
。
ま
た
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
猿
払
村
出
身
で
観

光
大
使
の
世
永
聖
奈
さ
ん
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

進
行
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

魚
の
つ
か
み
ど
り
や
特
産
品
抽
選
会

な
ど
で
賑
わ
う
中
、
華
や
か
な
ベ
ト

ナ
ム
の
伝
統
舞
踊
、
水
田
竜
子
さ
ん

や
田
中
あ
い
み
さ
ん
、
朝
花
美
穂
さ

ん
の
豪
華
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
が
続
き
、
会
場
は
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
活
気
の
あ
ふ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

1, 2_ 小学生よさこい。上から順に鬼志別小学校、浜鬼志別小学
校　3,4,5_ ベトナムのサンドイッチ（バインミー）と、夏いち
ご＆ベトナム料理のコラボメニューとしてタピオカ入りヨーグ
ルト（スワチュア）を販売　6_ ハーフボイルホタテや浜ゆで毛
ガニなど、猿払村ならではの特産品を販売
7_ 司会進行を務めた世永聖奈アナウンサー　8,9_ ほたて即売会
に参加する来場者　10_ 小学生以下が対象の「魚つかみどり」。
逃げる魚を楽しそうに追いかけた　11_ 村の国際交流員と漁業
協同組合の実習生によるベトナム舞踊　12_ 猿払村や稚内市か
ら集まったキッズダンサーたちが元気いっぱいのダンスを披露
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こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
第
７

次
猿
払
村
総
合
計
画
が
、
今
年

度
を
も
っ
て
計
画
期
間
の
終

了
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
村
で
は
令
和
８
年
度
か

ら
10
年
間
の
計
画
と
な
る
第

８
次
猿
払
村
総
合
計
画
の
策

定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
総
合

計
画
策
定
審
議
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
村

民
・
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、

村
内
の
各
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
、
策
定
に
向
け
て

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年

７
月
～
８
月
に
か
け
て
、
幅

広
い
世
代
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

鬼
志
別
保
育
所
に
て
、
子

育
て
世
代
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
７
名
の

村
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
生
ま
れ
も
育
ち
も

猿
払
村
と
い
う
方
か
ら
村
に

来
て
ま
だ
１
年
半
と
い
う
方

ま
で
、
幅
広
い
境
遇
の
方
が

集
ま
り
、
子
育
て
世
代
な
ら

で
は
の
視
点
か
ら
村
の
良
い

と
こ
ろ
や
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

採
用
10
年
以
下
の
職
員
を

対
象
に
開
催
。「
海
と
大
地

の
め
ぐ
み
の
あ
る
む
ら
」「
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
む

ら
」「
挑
戦
で
き
る
む
ら
」「
選

ば
れ
る
む
ら
」
の
４
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
行
政

施
策
と
し
て
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

く
べ
き
か
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
自
身
の
担
当
業
務
を
生

か
し
た
視
点
で
意
見
交
換
を

行
い
、
自
治
体
職
員
と
し
て

村
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
何

か
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

拓
心
中
学
校
の
３
年
生
20
名
を
対

象
に
、「
猿
払
村
で
生
ま
れ
た
５
人

の
今
後
を
想
像
し
よ
う
！
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
自
身
の
将
来
を
想
像
し
な

が
ら
、
今
後
の
村
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
身

の
将
来
が
「
村
外
に
就
職
、
将
来
は

村
に
帰
っ
て
き
た
い
」「
村
外
に
就

職
、
戻
っ
て
き
た
い
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
村
の
こ
と
は
好
き
」「
ず
っ

と
村
で
暮
ら
し
て
い
る
」
の
３
つ
の

う
ち
、
ど
れ
に
近
い
の
か
と
そ
の
理

由
を
考
え
て
も
ら
い
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
分
か
れ
、
理
由
の
掘
り
下
げ
や

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
内
各
小
学
校
の
６
年
生

17
名
を
対
象
に
、「
猿
払
人
を

考
え
よ
う
！
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
開
催
し
ま
し
た
。「
猿
払

人
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
は
？
」

「
こ
れ
が
で
き
た
ら
立
派
な

猿
払
人
！
」
な
ど
の
９
つ
の

テ
ー
マ
か
ら
猿
払
に
暮
ら
す

人
の
特
徴
を
考
え
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
1
人
ず
つ
発
表
し

て
い
き
、
活
発
に
自
分
の
考

え
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

猿
払
村
の

未
来
を
考
え
る

特

集

▼
役
場
若
手
職
員

▼
子
育
て
世
代

総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
て

村
民
の
声
を
聴
く

住
み
続
け
た
い
・

将
来
帰
っ
て
来
た
い

村
に
す
る
た
め
に

猿
払
人
っ
て

ど
ん
な
人
？

▼
小
学
６
年
生

▼
中
学
３
年
生

お問合せについては、総務課まちづくり係までご連絡ください　　　☎２- ３１３１

冬
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
を

も
っ
と
増
や
す

あ
い
さ
つ
の
声
が
大
き
い

勉
強
が
で
き
る
図
書
館
的

な
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
す
る

遊
ぶ
と
こ
ろ
と
い
っ
た
ら

道
の
駅
（
さ
る
ふ
つ
公
園
）

仕
事
の
選
択
肢
を
増
や
す

猿
払
の
シ
ン
ボ
ル
は

さ
る
っ
ぷ
！

村
外
の
人
に
特
産
品
を
送
っ

て
猿
払
村
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
需
品
は
除
雪
道
具

複
数
の
交
通
手
段
を

整
備
す
る

飲
食
店
や
遊
べ
る
施
設
を

充
実
さ
せ
る

海
が
き
れ
い
で
食
べ
物
が

美
味
し
い
と
こ
ろ
が
好
き

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
は

や
っ
ぱ
り
ホ
タ
テ
！

村
の
良
い
と
こ
ろ
と

こ
れ
か
ら
の
課
題

子
育
て
と
両
立
し
な
が
ら

働
け
る
場
所
が
少
な
い

交
流
の
拠
点
と
し
て
道
の

駅
を
活
性
化
さ
せ
る

子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
や

室
内
施
設
が
ほ
し
い

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用

し
た
起
業
の
創
出

知
名
度
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
希
望

帰
村
意
識
を
高
め
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
す
る

の
び
の
び
と
子
ど
も
を
遊

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る

医
療
設
備
等
を
充
実
さ
せ

緊
急
時
の
不
安
を
解
消

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

色
々
な
体
験
が
で
き
る

水
産
業
や
酪
農
業
の
ブ
ラ

ン
ド
強
化

地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発

Ａ
Ｉ
を
導
入
し
、
産
業
の

効
率
化
を
図
る

村
の
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
に
す
べ
き

取
り
組
み
は
？
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むらのできごとむらのできごと
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　第75回「社会を明るくする運動」の推進にあた

り、稚内地区保護司会猿払支部の３名が伊藤村長

を訪問されました。

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、

犯罪や非行の防止と、あやまちを犯した人の立ち

直りについて理解を深め、それぞれの立場におい

て力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な地

域社会を築くための全国的な運動です。

　皆さんには、取り組みの社会的意義のご理解と

ご協力をお願いいたします。

　夏の交通安全運転期間の開始に伴い、浜鬼志別

小学校の３～６年生の児童と一緒にセーフティ

コールを実施しました。児童たちは関係団体と連

携し、国道沿いで旗を一所懸命振りながら、走

行中のドライバーに対して安全運転を呼び掛け

ました。今年度は総勢32名による大規模なセーフ

ティコールとなり、多くのドライバーがスピード

を落としながら走行する様子を見た児童は、早速

効果が出ていたことを喜んでおり、交通安全の意

識高揚につながりました。

　第３回ふれあい学級が開催され、49名がス

カットボールに参加しました。スカットボール

とは、スタートラインからスティックで球を打

ち、得点の書かれた台座の穴に球を入れて点数

を競うゲームです。参加者たちは、プレイヤー

に声援を送ったり、好プレーに歓声を上げるな

ど、和気あいあいとした雰囲気で競技を楽しん

でいました。

　子育て講座「Let’sフラダンス」が開催され、

７名が参加しました。枝幸町を拠点にフラダン

ス講師としてご活躍されている石崎有子氏を講

師にお招きし、基本的なフォームやステップを

練習した後、最後は音楽に合わせて通しで踊り

ました。また、ダンスに組み込まれたそれぞれ

の動きにも意味があることも教えていただきま

した。

　村では、海難防止強調運動期間に北海道海難

防止水難救済センターや猿払村漁業協同組合な

どの関係行政機関や団体と一丸となって、海難

防止パレードを実施しています。漁業者及び地

区住民へ海難の未然防止のため、街宣カーにて

各漁村を回りながら啓発活動を行っており、小

学校や漁業者がいる場合などであれば直接啓発

活動を行っています。

　村の小学4年生が、合同社会科見学の一環で

村内の上下水道施設を訪れました。当日は、株

式会社テクノス北海道の職員の方が講師とな

り、水道の仕組みや役割をわかりやすく説明し

てくださいました。

　今回の見学を通じて、飲み水がどのように作

られて家庭に届くのか、使った水がどのように

処理されるのかを学び、日常生活に欠かせない

水の大切さや、それを支える人々の努力を肌で

感じることができました。　

　今年はより多くの方に参加してもらえるよ

う、７～８月と期間を延ばして開催。例年より

も猛暑ということもあり、ハウス内は30℃を軽

く超える蒸し風呂状態でしたが、皆さん楽しそ

うに夏いちごを堪能してくれました。猿払牛乳

で作った特製手作り練乳も、夏いちごを彩るア

クセントとして好評で、販売を希望するお声も

いただけて大変嬉しく思います。そしてやっぱ

り子供たちに大人気、さるっぷとのチェキ会も

盛り上がりました！

「上下水道」について学ぶ
日 ７月11日(金) 村内場

社会を明るくする運動

交通安全への意識を高める

７月１日（火)日

７月10日(木)日

７月４日(金)日 役場場

浜鬼志別場

保健福祉総合センター場

白熱！スカットボール大会フラダンスで全身運動 海難防止パレードを実施
農村環境改善センター場 知来別・浜鬼志別・浜猿払場７月14日(月)日７月15日(火)日

いちご狩り体験会開催！
芦野場７月～８月日



当日は、子ども縁日や楽楽心喫茶もありますので是非お
越しください。午後からはワークショップも行います。
利用者様と一緒に準備をし、皆様のお越しをお待ちして
おります。また、当日出店してくださる方の募集もして
おりますので、楽楽心までご連絡ください。

小規模多機能型居宅介護施設「楽楽心」での小規模多機能型居宅介護施設「楽楽心」での
日常風景やイベントの様子をお伝えします。日常風景やイベントの様子をお伝えします。
■地域交流課　☎２－２７２２■地域交流課　☎２－２７２２

地域と繋がる
施設を目指して
地域と繋がる
施設を目指して

楽楽心ハンドメイドマーケット開催！
10月４日（土）
10：00 ～

楽楽心

日時

場所

映画がとても好きな利用者様のご希望で、今話
題の作品を観に行ってきました。
迫力あるスクリーンの映像と音に大変興奮さ
れ、「やっぱり映画は映画館で観るのがいいな
～」と喜ばれていました。
映画の後は、昼食にお寿司とデザートのソフト
クリームも食べ大満足の外出だった様です。

稚内外出行事

例年音楽療法士の講師をお招き
し、開催している行事です。
今年度は、やすらぎ苑や村内の方
にもお声を掛けさせて頂き、前
日には職員を対象とした学習会を
行って頂きました。
当日には、楽楽心を利用されてい
る方、にっとはーとのメンバーの
方、やすらぎ苑の利用者様と職員
の方が参加され、昔懐かしい歌を
歌ったり、歌に合わせ体を動かし
たり、楽器を使いリズムをとった
りと、短い時間でしたが交流を持
てる楽しい時間になりました。

音楽療法
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むらのできごと
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　７月19日から21日にかけて旭川市で開催され

た「第46回スタルヒン杯争奪全道スポーツ少年

団軟式野球交流大会兼第40回北海道スポーツ少

年団」において、枝幸町との合同チーム25名の

選抜選手として、猿払チャンプスジュニアの13

名が選ばれ、表敬訪問に訪れました。

　対戦結果は、トーナメント１回戦敗退となり

ましたが、選抜選手たちは日頃の練習の成果を

全力で発揮していました。

　稚内市温水プール水夢館にて、ジュニアスイ

ミングスクールが開催されました。今年度か

ら泳げない児童向けのクラスのみの実施へ変更

し、12名の児童が参加しました。

　顔を水につけたり、ひじ掛けキック、ビート

版をつかったバタ足の練習などを4回にわたっ

て学び、最終日は25メートルを泳ぐテストを行

いました。

　須藤武保氏に対する叙勲伝達式が行われ、伊

藤村長から、ご遺族の須藤久子氏に勲章と勲記

が手渡されました。叙勲とは、国家や公共に対

し功労のある方へ授与されるものです。

　須藤氏は、村議会議員を長年にわたり務めら

れたことで地方自治の伸展に尽力するなどの功

績が称えられ、旭日単光章を受章されました。

　伊藤村長から旭川市の北進開発株式会社様へ

感謝状が贈呈されました。

　この感謝状は、地域貢献活動の一環として、

鬼志別保育所と村営球場の駐車場区画線整備を

実施していただき、猿払村有施設の環境美化活

動に寄与されたことに対し、感謝の意を込めて

贈られました。

環境美化活動に寄与
日 ８月19日(火) 役場場

チャンプスジュニア表敬訪問

泳ぎの基礎を習得

７月16日(水)日

７月30日(水)～８月６日(水)日

８月５日(火)日 役場場

稚内市水夢館場

役場場

長年の功績を称えて



　

猿
払
村
で
は
平
成
15
年
に
開
村
80
周

年
を
記
念
し
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
を
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
「
イ
ト
ウ
」

で
す
。
近
年
ゲ
ー
ム
や
漫
画
な
ど
で
イ

ト
ウ
の
認
知
度
は
以
前
に
比
べ
上
が
っ

た
と
は
言
え
、
村
民
の
皆
さ
ん
で
も
村

に
生
息
す
る
イ
ト
ウ
を
間
近
に
見
る
こ

と
は
め
っ
た
に
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
最
大
級
の
淡
水
魚

イ
ト
ウ
釣
り
の
聖
地

高
気
温
と
少
雨
に
よ
る
渇
水

　

猿
払
川
は
国
内
最
大
級
の
生
息
数
を

誇
り
、
村
は
釣
り
人
か
ら
「
イ
ト
ウ
釣

り
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
有

名
で
す
。
村
の
河
川
は
イ
ト
ウ
の
遡
上

　

令
和
４
年
の
夏
、
記
録
的
な
高
気
温

と
少
雨
に
よ
り
上
川
北
部
や
宗
谷
の
河

川
で
イ
ト
ウ
を
含
め
た
魚
類
の
大
量
死

が
発
生
し
、
猿
払
川
で
は
約
50
匹
の
イ

ト
ウ
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
渇
水

の
影
響
は
イ
ト
ウ
の
卵
に
ま
で
及
び
、

稚
魚
の
減
少
も
確
認
さ
れ
、
将
来
的
に

イ
ト
ウ
の
生
息
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
、
村
で

は
６
月
か
ら
気
温
29
℃
を
記
録
し
、
そ

の
後
も
暑
い
日
が
続
く
な
か
、
再
び
イ

ト
ウ
の
斃
死
や
衰
弱
し
た
イ
ト
ウ
を
確

認
し
ま
し
た
。
渇
水
し
た
河
川
と
水
温

の
上
昇
で
イ
ト
ウ
達
は
ギ
リ
ギ
リ
命
を

繋
い
で
い
る
状
態
。
自
然
現
象
が
主
な

要
因
の
中
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
猿
払
イ

ト
ウ
の
会
」
で
は
イ
ト
ウ
の
保
全
・
啓

蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、

そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
等
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

を
妨
げ
る
河
川
工
作
物
が
少
な
く
、
比

較
的
河
川
環
境
が
良
好
で
、
保
護
区
の

設
定
な
ど
に
よ
り
産
卵
環
境
が
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
も
あ
り
生
息

数
は
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

▲ 猿払川のイトウ（上：オス、下：メス）

▲ 記録的な高気温と少雨によって渇水して
しまった村内の河川（写真提供：猿払イト
ウの会）

イ
ト
ウ
を
守
る
た
め
に

　

イ
ト
ウ
は
サ
ケ
科
の
魚
で
体
長
１

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
「
日
本
最
大
級
の

淡
水
魚
」
で
す
。
道
内
各
地
の
河
川
と

東
北
北
部
に
も
生
息
し
て
い
ま
し
た

が
、
環
境
破
壊
や
乱
獲
に
よ
り
絶
滅
・

激
減
し
た
河
川
も
多
く
、
現
在
で
は
北

海
道
内
の
限
ら
れ
た
地
域
の
み
に
生
息

し
て
い
ま
す
。
国
際
自
然
保
護
連
合
、

環
境
省
と
も
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
し

て
い
ま
す
が
実
効
性
の
あ
る
保
護
策
は

無
く
、
釣
り
人
の
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー

ス
、
山
林
所
有
者
の
施
業
の
配
慮
、
一

部
の
生
息
地
域
の
有
志
に
よ
る
民
間
レ

ベ
ル
の
保
護
活
動
、
行
政
や
市
民
の
環

境
保
全
の
意
識
向
上
に
よ
っ
て
、
急
激

な
減
少
は
食
い
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

初めまして、新しい ALT アマニです。

　新しくＡＬＴとしてジャマイカ

から来ましたクック・アマニ・エ

タナ・マクリーンです。ジャマイ

カも今の季節、気温は高いですが

湿度はそこまで高くなく、自分の

住んでいた場所は山の高いところ

だったので、猿払村よりは涼しい

です。日本に来たのは今回が初め

てで、大学で日本語の授業を副専

攻しており、その授業がとても楽

しく、日本語をもっと学びたい、

日本の先生になりたいと思いＡＬ

Ｔになりました。

　趣味は、絵を描くこと、運動す

ること、写真撮影、探検、サイク

リング、ギターを弾くこと、歌う

ことです。仕事が終わり家に帰っ

てからは絵を描いています。自転

車をまだ買えていませんが、買っ

たら猿払村の森の中をたくさん探

検したいです。今の時期はヒグマ

がでると周りから教わったので、

ヒグマが冬眠する冬に森の探検が

できたらいいなと思っています。

　好きな日本の食べ物はカツ丼と

お寿司です。日本に来て初めて生

魚を食べましたが、海老が一番美

味しかったです。

　私は絵を描くことが好きなの

で、自分の描いた絵や子どもた

ちが好きなものを英語の授業に

盛り込みながら、子どもたちの

興味を引くような授業をしてい

きたいです。私もまだまだ日本

語を勉強中ですが、子どもたち

が英語の授業をたのしんでくれ

るよう頑張るので、これからよ

ろしくお願いします！

Hello!!
ALT
外国語指導助手（ALT）

アマニ

　８月２日に稚内みなと南極ま

つりに参加しました。真夏日の

暑い一日でしたが、空気は熱気

に包まれ、踊る人たちの笑顔で

あふれていました。仕事を通じ

て知り合った仲間が誘ってくれ

たのがきっかけで、今回参加す

ることになりました。準備の段

階から笑いの絶えない、とても

楽しい時間でした。本番に向け

てみんなで練習を重ね、衣装や

小道具を手作りし、化粧や仮装

にも工夫を凝らしました。私は

キャラクターの着ぐるみを着ま

したが、真夏の暑さの中で動く

のは本当に大変でした。それで

も音楽が流れ、仲間たちと一緒

に踊っているうちに、暑さを忘

れてしまうほどの楽しさに夢中

になっていました。残念ながら

入賞はできませんでしたが、そ

れ以上に大切なものを得られた

ように思います。仲間と心を一

つにして踊ることができた時間

は、まさに「愉快な仲間たち」

というチーム名にふさわしく、

忘れられない思い出になりまし

た。そして夜には 2500 発もの大

花火大会があり、短い夏の夜空

を美しく彩っていました。光と

音が重なり合うその瞬間は、胸

に深く刻まれるものでした。今

回のお祭りを通して、日本の文

化にさらに触れられたように感

じます。仲間と過ごした準備の時

間、踊りの楽しさ、そして夏の夜

を彩った花火、すべてが私にとっ

て大切な宝物になりました。

稚内みなと南極まつりに参加しました！

国際交流員（CIR）

アイン

Xin chào!!
CIR

ギターを演奏するアマニ

稚内みなと南極まつりにて

11 ― ― 10
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紅色の幻嘘と隣人 署長サスピション

ふしぎなつうがくろ 消えたモナ ・ リザすごいぜほんのちからって！

飾り職人の夫 ・新吉が帰ってこ

ない。 不安に駆られたおいちだっ

たが、 新吉は朝になって、 何事

もなかったかのように家に戻って

きた。 しかし、 新吉が言付けを

頼んだ職人らしき人物が、 菖蒲

長屋近くで殺されていたことが判

明する。 しかもその懐には、 きれ

いなビードロの風鈴がしのばせて

あった。 おいちは、 身重であるこ

とも忘れ、 岡っ引の仙五朗ととも

に、 事件の解明に乗り出す。

知りたくなかった。 あの良い人

の “裏の顔” だけは…。 ストー

カー化した元パートナー、 マタ

ハラと痴漢冤罪、 技能実習制

度と人種差別、 ＳＮＳでの誹

謗中傷 ・ 脅し…。 リタイアした

元刑事の平穏な日常に降りか

かる事件の数々。 身近な人間

の悪意が白日の下に晒された

時、 捜査権限を失った男 ・ 平

良正太郎は、 事件の向こうに

何を見るのか？

近頃、 怪盗フェイクを名乗る変幻

自在の窃盗犯が出没し、 大森署

の管内の宝石店を荒らして、 マ

スコミを騒がしていた。 そんなな

か、 警察の各方面から公金の保

護を名目に大金が持ち込まれ、

なんと総額一億円が大森署の署

長室に…。 するとそれを見越して

か、 怪盗フェイクがＳＮＳで犯行

予告！はたして藍本たちは、 署

長室の金庫に眠る大金と、 警察

の面子を守り切れるのか！？

１年生のひろとはきのうまでお

かあさんと登校班の集合場所

へ行っていましたが、 きょうか

らひとりで行くことに。 春夏秋

冬それぞれに、 つうがくろで

季節を感じるすてきなふしぎな

体験が待っています。 親子で

たのしめる日常ファンタジー。

史上最高の名画と名高い 『モ

ナ ・ リザ』 は、 １９１１年の盗難

事件で注目されるまでは無名

の作品にすぎなかった。 この

物語は、 『モナ ・ リザ』 が盗ま

れてから、 美術館に戻ってくる

までのノンフィクションである。

1911年に実際に起きたモナ ・

リザ事件を元に、 事件の経緯、

モナ ・ リザの秘密、 作者レオ

ナルド ・ ダ ・ ヴィンチを解き明

かす。

あるひネコのモーリスはネズミ

をつかまえるためにいいさくせ

んをおもいつきました。 ネズミ

たちにほんをよんできかせてお

びきよせ、 あつまってきたとこ

ろをたべちゃおう、 というさく

せんです。 でもみんなでいっ

しょにわらい、 いっしょになき、

いっしょにかんどうし、 いっしょ

にドキドキしていたら、 ネズミ

となかよくなって、 たべられな

くなってしまったのです。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

あさの　あつこ 著 今野　敏 著芦沢　央著

レヴィ.ディディエ作 花里　真希作
デイ ・ ニコラス作

　

平
成
30
年
９
月
、 

北
海
道
全
体
で
大

規
模
な
停
電
が
長
時
間
続
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
命
・
財
産
・
産
業
な
ど

に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
の
発

生
に
よ
り
、
胆
振
管
内
厚
真
町
の
火
力

発
電
所
が
停
止
し
た
こ
と
が
要
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宗
谷
地
方
で
も
停
電
に
よ
り
、
医
療

へ
の
影
響
、
冷
凍
冷
蔵
が
必
要
な
食
品

へ
の
影
響
、
買
い
物
へ
の
影
響
、
さ
ら

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
バ
ッ
テ
リ
ー
切

れ
に
よ
る
個
人
の
通
信
へ
の
影
響
な

ど
、
生
活
に
多
大
な
損
失
や
不
便
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
停
電
の
恐

ろ
し
さ
を
実
感
し
つ
つ
、
「
冬
で
は
な

く
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
た
も
の
で
し

た
。

　

宗
谷
地
方
に
は
「
サ
ロ
ベ
ツ
断
層

帯
」
と
い
う
活
断
層
が
あ
り
、
こ
の
断

層
帯
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.6
程
度
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
宗
谷
地
方
で
は

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
最
大

震
度
６
強
以
上
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
」
か
ら
７
年
。
あ
の
時
の
こ
と
を
忘

れ
ず
地
震
な
ど
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い

て
今
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
震
が
発
生
し
た
と
き

『
第
一
に
自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
』

〇
地
震
に
よ
る
大
き
な
揺
れ
に
対
す
る

備
え

家
具
等
の
耐
震
固
定
を
行
い
、
避
難
経

路
・
避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お

く
。

〇
停
電
に
対
す
る
備
え

懐
中
電
灯
、
乾
電
池
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を

用
意
し
て
お
く
。

〇
非
常
食
等
の
備
え

食
料
、
飲
料
水
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・

ボ
ン
ベ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。

〇
冬
期
に
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
備

え・
避
難
路
の
路
面
状
況
や
落
雪
、
な
だ

れ
等
周
囲
の
雪
の
影
響
等
、
注
意
箇
所

を
確
認
し
て
お
く
。

・
日
ご
ろ
か
ら
暖
房
器
具
の
そ
ば
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
防
寒
着
、
毛
布
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

断
熱
マ
ッ
ト
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

地
震
な
ど
災
害
へ
の
備
え
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【
道
税
に
つ
い
て
】

▼
北
海
道
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
１
９

【
村
税
に
つ
い
て
】

▼
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　
　

　

道
内
の
市
町
村
が
足
並
み
を
揃
え
、

市
町
村
税
の
収
入
確
保
を
図
る
た
め
、

９
月
に
個
人
住
民
税
を
含
む
市
町
村
税

の
滞
納
事
案
に
つ
い
て
、
差
押
予
告
や

財
産
調
査
を
実
施
し
、
各
種
財
産
の

差
押
え
な
ど
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま

す
。
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早

急
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

市
町
村
に
お
け
る
全
道
統

一
的
な
滞
納
整
理
を
実
施

産
争
い
を
予
防
し
、
紛
失
の
心
配
も
な

い
の
で
、
後
に
残
さ
れ
た
方
々
が
困
り

ま
せ
ん
。
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存
し

て
い
ま
す
の
で
、
偽
造
・
変
造
の
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
証
人
が
作
成
者
の
自
宅
や

病
院
（
施
設
）
へ
出
向
い
て
遺
言
書
を

作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

公
証
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
公

証
役
場
又
は
法
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

▼
旭
川
公
証
人
合
同
役
場

　

旭
川
市
６
条
通
８
丁
目
37
番
地
22

　

68
ビ
ル
５
階

☎
０
１
６
６
‐
２
３
‐
０
０
９
８

▼
名
寄
公
証
役
場

　

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
35
番
地

☎
０
１
６
５
４
‐
３
‐
３
１
３
１

▼
旭
川
地
方
法
務
局

　

旭
川
市
宮
前
１
条
３
丁
目
３
番
15
号

☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
４
４

　

日
本
公
証
人
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
も
、
動
画
等
に
よ
り
公
証

制
度
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
御
利

用
く
だ
さ
い
。

（ https://www.koshonin.gr.jp

）

　

固
定
資
産
税
の
第
３
期
と
国
民
健
康

保
険
税
の
第
３
期
納
期
限
は
９
月
30
日

㈫
で
す
。
納
期
内
の
納
付
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
口
座
自

動
振
替
を
設
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前

日
ま
で
に
残
高
の
ご
確
認
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　　

10
月
１
日
㈬
か
ら
10
月
７
日
㈫
ま
で

は
公
証
週
間
で
す
。
公
証
人
は
、
公
証

役
場
に
お
い
て
遺
言
や
大
切
な
契
約
な

ど
の
公
正
証
書
の
作
成
、
会
社
を
設
立

す
る
際
の
定
款
の
認
証
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

公
証
人
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
る
公
務
員
で
す
。

　

「
遺
言
は
、
公
正
証
書
で
作
成
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
」 

　

遺
言
者
の
家
族
関
係
に
ふ
さ
わ
し
い

形
で
財
産
を
継
承
さ
せ
る
に
は
、
遺
言

を
残
し
て
お
く
こ
と
が
一
番
で
す
。
遺

税
務
係
か
ら
納
期
の

お
知
ら
せ

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

みなさんから応募のあった９月生まれのお
子さんを紹介します。１歳 ~ ６歳までの猿
払村に住んでいる子どもを対象に Instagram
から応募ができますので、お気軽にご応募く
ださい。※毎月 15 日が締め切りです

長原 礼
れ お

旺さん (２)

2023 年 9 月 17 日生まれ

保護者 ： 長原 大樹さん



国勢調査は、人口及び世帯数・男女・年齢別・
産業別などを明らかにするために行われる
ものです。

令和７年 10 月１日現在

住民票などの届出に関係なく、調査区内に
普段住んでいる全ての人を、その人が普段
住んでいる場所で、世帯ごとに調査しま
す。新生児や外国人の方も対象となります。

調査員が９月下旬ごろから各世帯を訪問
し、調査書類をお配りします。

調査結果は、国や地方公共団体の政治・行
政において利用されることはもとより、民
間企業や研究機関でも広く利用され、その
ような利用を通じて国民の生活に役立てら
れます。

国勢調査が始まります !

調査の対象

調査結果の活用

調査の期日

国勢調査とは、日本に住んでいる全ての人と世帯が対象となり、５年ごとに実施
される最も重要な統計調査です。

調査書類の二次元バーコードを読み取って回答サイト

にアクセスすることで、お持ちのパソコンやスマホから

簡単に回答することができます。

国勢調査員は、その身分を証明
する「国勢調査員証」等を携帯
しています。また、国勢調査で
は個人情報（クレジットカード
番号、マイナンバー、預金口座）
等を聞くことはありません。

お問合せについては、総務課まちづくり係までご連絡ください　　　☎２- ３１３１

調査の目的

調査の概要

国勢調査を装った詐欺や不審
な調査にご注意ください

回答はインターネットからでも！

なかよし号巡回

日 付 時間 場所

9 / 11 木
10:00 知来別小学校

13:00 浜鬼志別小学校

9 / 12 金
12:30 浅茅野台地

13:05 浅茅野小学校

9 / 17 水
11:00 狩別

12:55 鬼志別小学校

イベント・その他

救急フェスタ

2025
9 / 6 土 13:00 消防署猿払支署

むらのカレンダー（９月１日～10月10日まで）

予　　定 日 付 時 間 場　　所

健康

エアロビ教室 9 / 22 月 10:00 保健福祉総合センター

けんこう運動教室

（ころばん運動教室）

9 / 10

水 13:00 保健福祉総合センター9 / 24

10 / 8

けんこう運動教室

（はつらつ運動教室）

9 / 10

水 14:00 保健福祉総合センター9 / 24

10 / 8

ゆっくり栄養教室
9 / 19 金

11:00 保健福祉総合センター
10 / 9 木

いきいき栄養教室 9 / 26 金 10:30 保健福祉総合センター

男の栄養教室 9 / 18 木 11:00 保健福祉総合センター

「ちょいトレ」

（ヘルスアップ教室）

9 / 1 月 9:30

保健福祉総合センター
9 / 8 月 9:30

9 / 18 木 12:30

10 / 6 月 9:30

４種混合ワクチン予防接種
9 / 8

月 15:00 村国保診療所
9 / 29

５種混合ワクチン予防接種

9 / 3

水 15:00 村国保診療所9 / 17

10 / 1

ＢＣＧワクチン予防接種 9 / 18 木 15:00 村国保診療所

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種
9 / 19

金 15:00 村国保診療所
9 / 26

ヒブ・小児肺炎球菌

ワクチン予防接種

9 / 10

水 15:00 村国保診療所9 / 24

10 / 8

ロタウイルスワクチン

予防接種

9 / 9
火 15:00 村国保診療所

10 / 7

水痘ワクチン予防接種
9 / 12

金 15:00 村国保診療所
10 / 10

日本脳炎予防接種

（３歳～７歳６ヶ月対象）

9 / 4

木 15:00 村国保診療所

9 / 11

9 / 25

10 / 2

10 / 9

日本脳炎予防接種

（９歳以上対象）

9 / 1

月 15:00 村国保診療所9 / 22

10 / 6

麻しん・風しん混合

ワクチン予防接種

9 / 5
金 15:00 村国保診療所

10 / 3

子育て

あそびの広場

9 / 3

水 10:00 鬼志別保育所

9 / 10

9 / 24

10 / 1

10 / 8

あそびの広場＆

ランチバイキング
9 / 5 金 10:00 楽楽心

子育てサロン 9 / 17 水 15:30 鬼志別保育所

おはなし広場 9 / 26 金 10:00 鬼志別保育所

カフェの日
9 / 12

金 10:00 鬼志別保育所
10 / 3

おでかけ広場

「芦野」
9 / 9 火 10:00 芦野集会所

絵本講演会 9 / 18 木 18:00 鬼志別保育所

子育て講座

「リトミック」
10 / 2 木 9:30 鬼志別保育所

● むらのうごき
　  令和７年８月１日現在（ ）内は前月比

世帯 男性 女性 人口
1,305世帯

（＋2世帯）
1,248人

（－5人）
1,353人

（±0人）
2,601人

（－5人）

戸  籍  の  窓  口
7月15日～8月14日までの届出
個人情報保護のため、本人・ご家族の希望があったものを
掲載しています。（敬称略）

● ご結婚・・・ い つ ま で も お 幸 せ に

婚姻日 氏名 住所

７/24
梅田　新 知来別

阿部　かなん 稚内市

15 ― ― 14



　

内
灘
町
と
猿
払
村
の
交
流
の
歴

史
や
ホ
タ
テ
漁
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
方
言

や
お
互
い
の
地
域
の
良
い
と
こ
ろ

を
話
し
た
り
と
、
今
回
の
交
流
を

通
し
て
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

　

凧
作
り
と
、
そ
の
後
の
凧
揚
げ

が
と
て
も
楽
し
く
て
、
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
灘
町

の
子
と
地
震
の
怖
さ
を
学
ん
だ
り

し
な
が
ら
、
今
回
の
交
流
を
き
っ

か
け
に
、
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

　今月号では、「猿払村の未来を考える」と題

して猿払村総合計画について特集しました。総

合計画の策定に向けて村民の声を聴くべく、村内小学校６年生

を対象にしたワークショップ、拓心中学校３年生を対象にした

ワークショップ、子育て世代を対象にしたワークショップをそ

れぞれ開催させていただきました。どの世代も共通して挙げら

れた猿払村のいいところは「自然がたくさんある」ところでし

た。それぞれ違った視点からの猿払村のいいところ、こうなっ

ていってほしい姿を聞くことができ、私もとても勉強になりま

した。暮らしやすい、そしてこれからも暮らしていきたいと思

う猿払村であり続けられるよう総合計画策定に繋げて行きたい

と思います。

時事雑感

友
好
都
市
青
少
年
交
流
事
業
　
石
川
県
内
灘
町
へ

第 64 回

猿
払
村
と
内
灘
町
の
つ
な
が
り

　

村
と
内
灘
町
は
、
平
成
27
年

10
月
15
日
に
友
好
都
市
提
携
を
結

ん
で
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

な
ど
の
幅
広
い
交
流
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
内
灘
町

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
世
界
の
凧

の
祭
典
」
へ
の
参
加
や
各
町
村
の

特
産
品
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ
給
食
の

提
供
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
び
と
交
流
を
深
め
た
４
日
間

　

初
日
の
歓
迎
夕
食
会
で
は
、
内

灘
町
の
小
学
生
に
加
え
、
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ウ
ッ
チ
ー
」
と

「
ナ
デ
ィ
ー
」
が
登
場
し
、
村
の

子
ど
も
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
伝
統
工
芸
の
組
子
を

使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を
体
験

し
た
後
、
金
沢
城
や
兼
六
園
、
ひ

が
し
茶
屋
街
な
ど
を
散
策
。
石
川

県
の
歴
史
や
伝
統
文
化
に
触
れ
、

学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
内
灘
町
の
小
学
生

と
凧
作
り
に
挑
戦
。
日
本
海
内
灘

砂
丘
凧
の
会
の
方
々
に
教
わ
り
な

が
ら
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
の
凧

を
作
り
上
げ
、
完
成
後
は
公
園
に

て
凧
揚
げ
を
行
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
歴
史
民
族
資
料
館
に
て
内

灘
町
の
歴
史
を
学
ん
だ
後
、
能
登

半
島
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
に

お
話
を
伺
い
、
町
内
の
被
災
地
区

を
視
察
。
ま
た
、
内
灘
町
の
小
学

生
と
一
緒
に
、
震
災
へ
の
備
え
や

災
害
が
起
き
た
時
に
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
か
ら
４
日
間
、
友
好

都
市
青
少
年
交
流
事
業
と
し
て
村

内
の
小
学
５
・
６
年
生
13
名
が
石

川
県
内
灘
町
へ
訪
問
し
ま
し
た
。

浜
鬼
志
別
小
学
校
５
年
生

飯
田 

衣
舞 

さ
ん

鬼
志
別
小
学
校
５
年
生

山
田 

映
仁 

さ
ん

今
回
の
交
流
事
業
の
感
想
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

発行　猿払村
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